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     ５年「人のたんじょう」 

印象に残ったこと 

 

 

単元テストにある「主体的に学習に取り組む態度」を評価する

「学習を振り返って」の自由記述欄に児童が振り返った内容が大

変よかったので紹介します。この記述欄で「学習に向かう人間性」

や「主体的な態度」を評価することができます。どんなポイントで記

述するかを事前に伝えたり、ABC評価を記録しておいたりして、態

度の評価や所見に活用しています。また、自分がどんな授業がで

きたか、児童にとってどんな授業だったかを振り返ることができま

す。 

 

◎自分の成長とつなげて考えている児童や、メダカの育ち方と比較して考えている児童。 

☆自分たちで調べ、まとめ発表した過程について振り返る児童。⇒主体的な学び方、体験型学習はよく印象に残る。 

〇ゲストティーチャーの効果な活用を印象づける振り返り。 

□知識・理解に関して振り返る児童 

 

□ 赤ちゃんは、お腹の中にいるときからお母さんとつながっていると分かりました。 

◎ ０．１４ｍｍの小さい卵から今の自分に育っていくことが一番心に残りました。また、赤 

 ちゃんは、子宮の中で生活し、成長してることも分かりました。 

☆ 班の人と協力して１つのテーマについて調べてまとめ、発表をしたことが心に残っています。発表はうまくいきまし 

た。人のたんじょうの授業は楽しかったです。 

☆ 調べ学習で、双子の赤ちゃんについて調べられたこと。実際の赤ちゃんと同じ重さの 

ぬいぐるみを持つことができたこと。 

☆ 班のみんなで協力しながら資料を作って、みんなで発表ができたこと。 

☆〇 保険の先生に質問をして聞いたことをまとめ、班で発表したり、他の班の発表を聞 

いたりしたこと。 

☆〇 平野先生が来てくれたときに、赤ちゃんの人形を持ったら意外に重たかったことにびっくりしました。私は、赤ちゃ

んはめちゃくちゃ軽いというイメージが強かったので、赤ちゃんの人形を持ったときは本当にびっくりしました。 

☆ 友だちとがんばって資料を作ったことです。 

□ 赤ちゃんは、動いて最後は頭が下になって産まれてくること。 

〇 平野先生にたくさんの質問に答えていただいたこと。聞く前は知らなかったことが多かったけど、聞いて少し分か 

 った。 

〇 赤ちゃんができるのは、女性の卵と男性の精子が混ざり合ってできると分かりました。 

〇 38週くらいになると、赤ちゃんはとても大きいから回転できなくなることを初めて知った。 

◎ 人の赤ちゃんは、羊水やへそのおから養分を母親からもらっている。ということは、メダカの赤ちゃんがお腹にある

養分で少しの間エサを食べずに育つのとは、違っているんだなと思いました。  

□ 赤ちゃんは母親のお腹の全体が守ってくれていると思っていたけれど、羊水のおかげで守ってもらえるんだと思っ 

た。 

理科専科通信 



□ ｍ赤ちゃんが羊水に浮かんでお腹で生活しているのが一番衝撃的で心に残って 

います。 

☆ 平野先生が来てくださって、赤ちゃんの人形を持ってきてくださった。その赤ちゃん 

 の重さは、産まれた赤ちゃんの重さといっしょの３０００ｇだったので、持ってみると 

思ったよりとても重くてとても心に残っています。 

☆〇 平野先生にインタビューしたことと、実際の赤ちゃんの身長・体重と同じ大きさ 

のぬいぐるみを持ったこと。 

☆ 人体模型を持って、赤ちゃんってこんなくらいの重さなんだなと知ったとき。 

□ 母親の体内には、赤ちゃんを守るいろいろなはたらきがあると知ったこと。 

□ お腹の中の赤ちゃんは、心臓の動きが速いことが心に残っている。 

〇 赤ちゃんの心臓の音を聴いたこと。 

〇 受精してからたった 4週ほどで心臓が動くのがすごいと思った。人の受精卵は、針の穴くらいだったのに、約 38 

週で約 50㎝になるまで赤ちゃんの成長スピードにおどろきました。 

◎ メダカと人間の育ち方が似ていて心に残りました。                            ※↓児童作成の発表資料 

 

 

 


